








研究目的 

 新生児高ビリルビン血症は新生児集中管理において重要な問題の一つである。核黄疸な

どの中枢神経系の後遺症は現在,頻回の血清ビリルビン測定,光線療法,交換輸血によりそ

の頻度は減少している。聴力障害も高ビリルビン血症の後遺症として報告されている。し

かし,血清ビリルビン値の高い新生児期に聴カテストをした報告はほとんどない。また新生

児期高ビリルビン血症における中枢神経障害の可逆性についての報告もほとんどない。 

 新生児高ビリルビン血症の治療に光線療法や交換輸血などが行なわれるが,これらの治

療を開始する明確な指標がない。 

 聴性脳幹反応(ABR)は多くの神経疾患や聴力測定に利用されてきた。しかし,新生児高ビ

リルビン血症と ABR の関係を述べた研究は少ない。 

 今回我々は当院未熟児センターに入院した新生児について,高ビリルビン血症の ABR へ

の影響について調査した。 


